


































 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮間地区教育環境整備協議会 
 

《事務局》 

教育委員会事務局 

浮間   
８月１９

議のうえ協
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ことと
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○ 第２回

○ 詳細は

くださ

○ 協議会
地区の
日（火）

議会が発足

の設置要

ました。 

委員を町

委員会会長

長の計１０

は公開と

しました。

会 と
規模等審

え、北区

分け、各

としました

は、浮間

浮間小の

教育環境

置 ③新し

いきます。

協議会を９

北区ホーム

い。 

資料は事務
（平成１５年９月発行） 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

教育環境を考える協議会がスタートしました
浮間ふれあい館にて、第１回協議会を開催し、下記の事項を検討・審

しました。 

《協議会メンバー》（敬称略） 

（座 長）清水吉一  浮間地区町自治会連合会会長 

     榎並 武  青少年浮間地区委員会会長 

     立石邦男  浮間西町会副会長 

     杉田尚樹  浮間中学校ＰＴＡ会長 

     志村佳浩  浮間小学校ＰＴＡ会長 

     黒田 操  西浮間小学校ＰＴＡ会長 

     高橋春恵  西浮間小学校ＰＴＡ副会長 

     富張雄彦  浮間中学校校長 

     林 四郎  浮間小学校校長 

     山本 力  西浮間小学校校長 

綱を承認し、協議会の名称

会・自治会代表、青少年浮

、各学校ＰＴＡ代表４名、

名としました。 

し、どなたでも傍聴できる
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協議会は、緊急を要する施設整備の問題と、その他の教育環境整備に関する問題につい

て検討を行いました。以下に「中間のまとめ」の要旨をお知らせします。 

 

緊急を要する施設整備 

 浮間地区は、人口増に伴って児童生徒数が増加している。特に西浮間小学校では、児童

数の急増により日常的な教育活動においても支障をきたしかねない状況が生じつつある。 

西 浮 間 小 学 校 を単 独 で改 築 する場 合  

・ 西浮間小学校校舎を全面的に改築することが望ましい。改築にあたっては、十分な広さ

の校庭が確保できるよう設計の工夫をすることと、浮間少年運動広場を利活用した仮移

転なども検討すること。 

・ 浮間中学校では耐震補強工事の実施にあわせて新しい教育に対応できる教育空間を確

保していく。併せて、将来の生徒数増に対応した施設整備を検討すること。 

・ 西浮間小学校の計画内容に準じた施設整備を浮間小学校に実施すること。 

西 浮 間 小 学 校 と浮 間 中 学 校 とを合 築 する場 合  

・ 敷地を有効に活用するため、西浮間小学校と浮間中学校との合築が考えられる。 

※ いずれの場合も、現在地と異なる場所への移設という考え方はしないこととする。 

その他の教育環境整備 

・ 地域と学校の連携について 

（ＰＴＡと地域団体との連携等） 

・ 公共施設について 

（図書館・児童館の利用しやすい位置への移設、

内容の充実） 

 

 

○ 今後の協議会の活動について 

平成１６年度中に策定される予定の学校改築計画において方向性が示されるまでの

間、協議会を休止することとしました。 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 

 
浮間地区教育環境整備協議会

浮 間 地 区 の 望 ま し い 教 育 環 境 を 検 討 し 、
「 中 間 の ま と め 」 を 策 定 し ま し た 。

第２号 

（平成１６年４月発行）

中間のまとめ 要旨 

《開催経過》 

第１回協議会（平成 15 年８月 19 日）

第２回協議会（平成 15 年９月 24 日）

 ・課題解決に向けての提案 

第３回協議会（平成 15 年 11 月 10 日）

 ・中間のまとめに向けて 

第４回協議会（平成 16 年２月 13 日）

 ・中間のまとめ（案）の検討 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会では、児童数の増加による教室の不足や、施設の老

朽化など、西浮間小学校の建て替えが緊急の課題であるとの

認識に立ち、検討を重ねてきました。 

このたび、「現在地から浮間２丁目の浮間少年運動場・遊

び場へ移転し、新築することが最も望ましい」との意見でま

とまりました。 

 

 以下が主な理由です。 

○ 子どもたちが現校舎で学びながらの工事は不可能であること 

○ 仮設校舎の設置は工期が長引くだけではなく、非常に費用がかかること 

○ 現在地は駅に近く、電車の発着などの騒音があること 

○ 正門前道路がカーブしている上に歩道が狭く車の通行量もあることから、通学に危険

であること 

○ 敷地が三角形の地形であるため、正門の間口が狭いこと、また、充分な広さの校庭が

確保できないこと 

 

また、移転する際の課題として、以下のことが挙げられました。 

 運動場周辺住民・運動場利用者の理解を得ること 
 通学距離が伸びる地域の理解を得ること 
 

 

今までの検討経過 

第１回（平成１５年８月１９日） 座長選出、意見交換 

【協議会だより第１号 平成１５年９月発行】 

第２回（平成１５年９月２４日） 課題解決の向けての提案 

 ・通学区域の変更、中学校の施設を活用 など。 

第３回（平成１５年１１月１０日）中間のまとめに向けて 

第４回（平成１６年２月１３日） 中間のまとめ 

 ・緊急を要する課題である西浮間小の改築を早急に実施すべきであること。さらに、浮

間地区全体の教育環境の整備と向上を図ることが必要。 

【協議会だより第２号 平成１６年４月発行】 

第５回（平成１６年７月１日）  望ましい学校のあり方 

 ・一日も早く、より良い学校施設を確保するために。 

第６回（平成１６年８月１７日） 学校配置の課題 

 

◎裏面へ続く 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 

 
浮間地区教育環境整備協議会

第３号 

（平成１６年１０月発行） 



関連地図 

 

 

建築条件など 

 

 

 

 

 

 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

西浮間小学校 浮間少年運動場
建ぺい率 ６０％ ７０％
容積率 ２００％ ２００％

９７６６㎡ ９３６６㎡
（境界道路含め９７８０㎡）

４０００㎡ ４２１６㎡
５８６０㎡ ６５５６㎡建築可能な面積（建坪）

敷地面積

都市計画条件

校庭面積



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１５年８月に第１回浮間地区教育環境整備協議会を開催して以来、約１年半にわた

って浮間地区の教育環境向上について検討を重ねてきました。２月１７日、第８回協議会

において、これまでの経過を踏まえた「協議会報告」を確認、了承しました。また、「西浮

間小学校改築基本構想･基本計画（案）」の報告を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までの検討経過 

 第１回協議会（平成１５年８月１９日） 
 ○教育環境整備協議会の設置 ○座長選出：清水吉一氏 ○浮間地区の現況及び今

後の推計値 

◇ 協議会だより第１号発行（平成１５年９月） 

 第２回協議会（平成１５年９月２４日） 
○課題解決に向けての提案 

通学区域の変更では、長期的解決にならず、混乱を招く。 

老朽化の進んだ西浮間小は全面改築すべき。 

 第３回協議会（平成１５年１１月１０日） 
○中間のまとめに向けて 

地域の教育に関わるさまざまな具体的課題を検討した。 

 第４回協議会（平成１６年２月１３日） 
○中間のまとめ 

地域の教育環境向上のための要望をまとめる。 

◇ 協議会だより第２号発行（平成１６年４月） 

 第５回協議会（平成１６年７月１日） 
○望ましい学校のあり方 

西浮間小を少年運動場に移設することが望ましいとする方向を了承。 

※ 浮間地区町自治会連合会より要望書 

   浮間地区町会自治会長１３名による｢西浮間小学校移転及び新築に関する要望書｣を

区長あてに提出。                        裏面へ続く 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 

 

 

浮間地区教育環境整備協議会 

第４号 

（平成１７年３月発行） 

《協議会方針》 

（１） 西浮間小学校を、浮間２丁目少年運動場、遊び場に移転･新築する。 

（２） 学校施設の格差緩和と、浮間地区全体の教育環境向上のために、浮間小学校、浮間

中学校の施設改善に努める。 

（３） 図書館、児童館などが、わかりやすく、利用しやすいものとなるよう、工夫改善を行う。 

（４） 浮間を、「地域の子どもたちは地域全体で見守り育む」まちとするために、町会自治会・

青少年地区委員会と各校ＰＴＡは、連携と協力を密にする。 



◆ 第６回協議会（平成１６年８月１７日） 

○学校配置の課題 

運動場利用者・運動場周辺住民の理解を得る。 

学区域の弾力化が必要。 

運動場と遊び場の間の道路廃止などの工夫が必要。 

◇ 協議会だより第３号発行（平成１６年１０月） 

◆ 第7回協議会（平成１６年１２月３日） 

   ○協議会方針の検討 

西浮間小に係る経過を確認し、協議会方針をまとめた。 

◆ 第８回協議会（平成１７年２月１７日） 

   ○西浮間小学校改築基本構想・基本計画（案）報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧く

ださい。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

今回の協議会方針をもって、この協議会を締めくくります。 

 約１年半にわたって、議論を重ねてまいりました。中でも、児童数の増加が顕著な

西浮間小学校については、緊急の課題として取り組み、一定の成果に至ったと考えて

います。 

 これまで熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者や町会

自治会の皆様には、座長として、心から感謝を申し上げます。ありがとうございまし

た。 

浮間地区教育環境整備協議会 

座長  清水 吉一 

移転・新築予定地 















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤羽西地区教育環境整備協議会 
 

《事務局》 

教育委員会事務局 
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地区の

構
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資料は事務

日（木）

第１回幹事

の設置要

の名称を定

に幹事会

ました。

です。 

・幹事会

たでも傍

規模等審

え、北区

分け、各

会 と

としました

は、赤羽西

台中・清

・桐ヶ丘

台西小・

地区全体

校の適正

幹事会を９

北区ホ

い。 
） 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

教育環境を考え

成は右表の

聴できるこ

協議会を

ていきます。 

ページ（http://www.cit

局および関係各校にご

赤羽北ふれあい館にて第

会を開催し、下記の事

綱を承認し、
《幹事会メ

（座 長）岩倉

島村

小川

柳澤

平野

鷺谷

磯武

竹内

小池

甲賀

めました。 

を設けるこ

とも公開と

議会（第二次）

全体を７ブロッ

地区に

は

浮間

ブ

。 

地区（稲付中・

水小・第三岩淵

郷小・袋小・八

赤羽台東小の通

で①教育環境の

配置 ③新しい

月２５日（木）午後７
第１号 

（平成１５年９月発行
る協議会がスタートしました
１回協議会を、８月２０日（水）赤羽文化セ

項を検討・審議しました。 

ンバー》（敬称略） 

よし光（赤羽西６丁目町会会長）     苦瀬雅仁（稲付中学校ＰＴＡ会長）

勝實（赤羽西自治会会長）        木間啓一（北中学校ＰＴＡ会長） 

孝（稲付自治会会長）          角田茂（赤羽台中学校ＰＴＡ会長）

嘉隆（諏訪自治会会長）         山本義彦（梅木小学校校長） 

譲（赤羽台４丁目町会会長）       瀧渕壽（桐ヶ丘郷小学校校長） 

正雄（桐ヶ丘団地西地区自治会会長）   谷口啓子（八幡小学校校長） 

福（桐ヶ丘Ｎ地区第２自治会会長）    橘大作（稲付中学校校長） 

綾子（第三岩淵小学校ＰＴＡ会長）    島村幸雄（北中学校校長） 

吉正（袋小学校ＰＴＡ会長）       菊池秀興（赤羽台中学校校長） 

裕章（赤羽台西小学校ＰＴＡ会長） 
y.kita.tokyo.jp/k

ざいます。 

 

赤羽西

王子西

ロック図 

時より赤羽北ふ
赤羽東 
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youiku/kaikaku/index.htm）
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滝野川西 

れあい館にて開催します
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《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

 

（平成 15年 12月発行） 

赤羽西地区教育環境整備協議会 

赤羽西地区の望ましい中学校数について検討し、「2 校案」

をたたき台に今後協議を深めることとなりました。
 

幹事会では、赤羽西地区の中学校 3 校を 1 校（稲付中＋北中＋赤羽台中）にした場合

と2校（北中＋赤羽台中・稲付中）にした場合を例に、それぞれの長所と短所について検

討しました。 

 

1 校とした場合 

長所：生徒や教員が増え学校生活が活性化するなど 

短所：通学距離・通学時間・通学路ともに安全面で大きな問題がある、生徒数や教員

数の面で規模が大きすぎる、既存の敷地では校舎も校庭も狭いなど 

 

2 校とした場合 

長所：通学距離・生徒数ともに適正である、地域との密接な関係が期待できる、施設

にもゆとりがあるなど 

短所：組み合わせによって１校が小規模化するおそれがあるなど 

 

なお、自衛隊駐屯地赤羽地区跡地（区取得分）の利活用については、公園用地として計

画されていることが報告されました。 

 
《

 

このような意見を踏まえ、幹事会では、「中学

校 2 校案をたたき台に今後の検討を進め

ることとする。ただし、より良い教育環境

を模索する中で学校数の再検討が必要に

なる場合もあり 1 校案がなくなったわけ

ではない。」との結論に達し、協議会において了
承されました。 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tok

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます
開催経過》 

●第 1回全体会（平成 15 年 7 月 10 日） 

○第 1回幹事会（平成 15 年 8 月 20 日） 

○第２回幹事会（平成 15 年 9 月 25 日） 

・中学校１校案及び２校案の比較検討 

○第３回幹事会（平成 15 年 10 月 23 日）

・中学校１校案及び２校案の比較検討 
第２号 
●第２回全体会（平成 15 年 12 月 4 日） 

yo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

。 



赤 羽 西 地 区 に お け る 中 学 校 の 配 置 は 、

「北中学校」と｢稲付中学校｣の位置が望ましい

と 方 向 づ け ら れ ま し た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事会では、赤羽西地区の望ましい中学校の配置について、検討を重ねてきました。 

北中と稲付中の位置とした場合 

長所：配置が北部に偏ることなく地域的バランスがよい。 

   北中と赤羽台中は近接しているため、統合しても通学に無理がない、など。 

課題：平成20年度の推計生徒数では、学校規模に違いのある２校となる。（平成20年度推計では、 

北中＋赤羽台中：１４学級 ４９７人、稲付中：８学級 ３０６人） 

 

赤羽台中と稲付中の位置とした場合 

 長所：小中の連携を考えて赤羽台中・八幡小の場所を生かせる。 

配置が北部に偏らない。など。 

 課題：赤羽台中は北中より狭い。  

 

北中と赤羽台中の位置とした場合 

長所：広い敷地が確保できる。 

課題：通学距離が長くなる。配置が北部に偏り地域的バランスが

悪い。など。 

 

 

 

 

このような意見を踏まえ、また、課題とされた学校規模の違いはむ

しろ、それぞれの特色を生かした個性ある学校づくりを目指すべきで

ある、ということから、幹事会では、「望ましい中学校の配置は、北中

学校と稲付中学校の位置」との結論に達し、協議会において了承され

たものです。 

○ 詳細は北区ホームページをご覧ください。

（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm） 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

《開催経過》 

●第1回全体会（平成15年7月10日） 

○第1回幹事会（平成15年8月20日） 

○第２回幹事会（平成15年9月25日） 

・中学校１校案及び２校案の比較検討 

○第３回幹事会（平成15年10月23日） 

・中学校１校案及び２校案の比較検討 

●第２回全体会（平成15年12月4日） 

○ 第４回幹事会（平成16年2月16日）

   ・望ましい学校配置について 

○ 第５回幹事会（平成16年3月10日）

 ・望ましい学校配置について 

○ 第６回幹事会（平成16年5月24日）

   ・望ましい学校配置について 

●第３回全体会（平成16年6月23日） 

赤羽西地区教育環境整備協議会 

第3号 

（平成16年7月発行） 

敷 地 面 積 

稲 付 中   8,334.52㎡ 

北   中 17,149.41㎡ 

赤羽台中 13,223.16㎡



北中学校と赤羽台中学校の学校適正配置の 

実施時期は、平成 18 年 4 月とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 28 日の第 4回協議会において、幹事会での確認事項が了承されました。 

〘協議会確認事項〙 

  

子どもたち、保護者、地域の方々がともに夢と希望と期待をもって、 

学校統合が迎えられるよう、今後準備を進めていきます。また、統 

合校は、北中学校の位置となりますが、校舎等を工事（現段階では 

建て替え（改築）、あるいは大規模改造のいずれかとなるかは未定） 

します。工事期間中は赤羽台中学校を使用します。 

☆ 統合校は赤羽台校舎でスタートすることになります。 

☆ 今後、両校関係者による（仮称）統合推進委員会を設け、話し合いを 

進めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 詳細は北区ホームページをご覧ください。              

（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm） 

  ○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

 《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp

赤羽西地区教育環境整備協議会 

第４号 

（平成16年 11月発行） 

《開催経過》 

◇第３回全体会（平成１６年６月２３日） 

◇第７回幹事会（平成１６年７月２９日） 

・ 校舎工事のシミュレーションについて 

大規模改造工事の場合は２年、改築工事の場合は４年を 

要する見込み。 

◇第８回幹事会（平成１６年８月２７日） 

・ 小学校の適正配置について 

赤羽台東小学校は平成１７年３月末日をもって、閉校する。 

・ 中学校適正配置の実施時期について 

適正規模を確保し、早期により良い教育環境を整えるために、 

平成１８年４月実施が望ましい。 

  ◇第４回全体会（平成１６年１０月２８日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 15 年 7 月に第 1 回赤羽西地区教育環境整備協議会を開催して以来、1 年半にわたり検

討を重ねてきました。3 月 4日、第 5回協議会全体会において、これまでの経過を踏まえた「協議

会方針」が確認、了承されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《開催経過》 

◆第１回全体会（平成 15 年 7 月 10 日） 

○学校適正規模等審議会答申報告  ○協議会の基本的な考え方 

○赤羽西地区の現況について 

◇ 第 1回幹事会（平成 15 年 8 月 20 日） 

○協議会設置要綱について     ○座長選出：岩倉 よし光氏 

※ 協議会だより第1号発行（9月） 

◇ 第 2回幹事会（平成 15 年 9 月 25 日） 

○ １校案及び２校案の比較検討について 

中学校の校数シミュレーション等の資料をもとに、意見交換を行う。 

◇ 第 3回幹事会（平成 15 年 10 月 23 日） 

○ １校案及び２校案の比較検討について 

メリット・デメリットについて比較検討を行う。 

◆ 第 2回全体会（平成 15 年 12 月 4 日） 

※ 協議会だより第2号発行(12月) 

◇ 第 4回幹事会（平成 16 年 2 月 16 日） 

○ 望ましい学校配置について 

◇ 第 5回幹事会（平成 16 年 3 月 10 日） 

○ 望ましい学校配置について 

◇ 第 6回幹事会（平成 16 年 5 月 24 日） 

○望ましい学校配置について    ○望ましい実施時期について 

「学校の配置は、北中と稲付中の位置が適切」を幹事会のまとめにする。 

◆ 第３回全体会（平成 16 年 6 月 23 日） 

※ 協議会だより第3号発行（7月） 

 

                            【裏面あり】 

 《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

赤羽西地区教育環境整備協議会 

第５号 

（平成 1７年３月発行） 

《協議会方針》 

１ この地域における中学校数は２校とし、稲付中学校の位置と北中学校の位置

に配置する。 

２ 北中学校と赤羽台中学校は、平成 18 年 4月に統合を実施する。 

３ 赤羽台東小学校は、平成 17 年 3 月 31 日をもって、閉校する。 



 

 

◇第７回幹事会（平成 16 年 7 月 29 日） 

○適正配置実施時期について 

◇第８回幹事会（平成 16 年 8 月 27 日） 

○ 赤羽台東小学校について 

○ 適正配置実施時期について 

赤羽台東小学校は平成１７年３月末日をもって、閉校することが、教育委員会

において決定。 

「中学校の適正配置実施時期は平成18年4月」を幹事会のまとめとする。 

◆第４回全体会（平成 16 年 10月 28 日） 

※ 協議会だより第4号発行（11月） 

◆第5回全体会（平成 17 年 3 月 4 日） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 詳細は北区ホームページをご覧ください。              

（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm） 

  ○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

今回の協議会方針をもって、この協議会を締めくくります。 

約1年半にわたって、さまざまな議論を重ねてまいりましたが、

この間、子どもたち、保護者の皆様、そして地域の方々にも大変

重い決断をしていただいた、と受け止めております。 

 これまで熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださっ

た学校関係者や町会自治会の皆様には、座長として、心から感謝

を申し上げます。 

ありがとうございました。   

              赤羽西地区教育環境整備協議会 

               座 長  岩 倉 よし光 













 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(仮称)赤羽東地区ブロック協議会 
 

《事務局》 

教育委員会事務局 

 

赤羽東   
 

８月２１

え協議会が

１）協議会

２）協議会

３）協議会

４）座長は

５）協議会

 

 

 

 

 協 議
 

学校適正
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ク８地区に

設けること

本協議会

岩淵中・神
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○ 次回日

○ 詳細は
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○ 協議会
地区の

日（木

発足し

の設置

は、小中

に幹事

、幹事

・幹事

会 と

規模等

え、北

分け、

としま

は、赤羽
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・第四

学区域
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校づく

程は事務
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い。 

資料は事
） 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

教育環境を考える協議会がスタートしました

）赤羽会館にて、第１回協議会を開催し、下記の事項を検討・審議のう

ました。 

要綱が承認されました。 

学校ＰＴＡ会長、町会自治会長、小中学校長の計４１名で構成します。 

会を設け、構成は事務局に一任することとしました。 

会で決定することとしました。 

会とも公開とし、どなたでも傍聴できることとしました。 
は

審議会（第二次）

区全体を７ブロッ

各地区に協議会を

した。 

東地区（赤羽中・

赤羽小・岩淵小・

岩淵小・神谷小・

）の地区全体で①

②学校の適正配置 

り 等を考えてい ブ

浮間

局までお問合せください

ムページ（http://www.cit

務局および関係各校にご
第１号 

（平成１５年９月発行
ロック図 

王子 
豊島 

滝野川西 

滝野川南 

王子西

赤羽西

赤羽東 
 

。 

y.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ざいます。 



赤羽東地区の望ましい中学校数を検討しています

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討内容 

幹事会では、赤羽東地区の中学校３校（赤羽中、岩淵中、神谷中）を１校にした場合と

2校にした場合（Ａ案：赤羽中＋岩淵中・神谷中、Ｂ案：赤羽中＋神谷中・岩淵中、C案：

岩淵中＋神谷中・赤羽中）の利点、問題点について検討しています。これまでに出された

主な意見は以下のとおりです。 

まだ一定の方向性は見えていません。さらに赤羽東地区の望ましい中学校数について、

検討を深めていきます。 

 

【1校にした場合】 

利 点：選択科目や部活動の選択幅が増える。人間関係が広がる。など 

問題点：通学距離が長くなる。目が行き届かなくなる。生徒数に見合った施設の確保

が難しい。など 

【2校にした場合】 

利 点：通学上の安全確保がしやすい。一人ひとりに目が行き届く。施設にゆとりが

できる。など 

問題点：多様な人間関係を経験することによって築かれる社会性を育みにくい。など 

 

 

開催経過 

■第1回全体会（平成15年 8月 21日） 

□第 1回幹事会（平成15年 10月 21日）座長選出、今後の進め方について 

□第 2回幹事会（平成15年 12月 16日）今後の検討に向けて 

□第 3回幹事会（平成1６年1月 29日）1校案及び２校案の比較検討について 

■第 2回全体会（平成16年３月10日） 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg

.jp 

 
赤羽東地区教育環境整備協議会 

第２号 

（平成１６年４月発行） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成15年8月に第1回赤羽東地区教育環境整備協議会を開催して以来、1年半にわたり

中学校の適正配置について検討を重ねてきました。１月 27日、第３回協議会全体会にお

いて、これまでの経過を踏まえた「協議会方針」が確認、了承されました。 

 

 

  

  

 

 

 

 

《開催経過》 

◆ 第1回全体会（平成15年8月21日） 

○学校適正規模等審議会答申報告 ○ブロック協議会の基本的な考え方 

○赤羽東地区の現状について   ○今後の運営について 

 ＊協議会だより第1号発行（9月） 

◇ 第1回幹事会（平成15年10月21日） 

○協議会設置要綱について    ○座長選出：荒木麟太氏 

○今後の進め方について：幹事会を設ける。 

◇ 第2回幹事会（平成15年12月16日） 

○今後の検討に向けて 

中学校の校数シミュレーション等の資料をもとに、意見交換を行う。 

◇ 第3回幹事会（平成16年1月29日） 

○1校案及び2校案の比較検討について 

 ３つの中学校を1校としたとき、２校としたときのメリット・デメリットについて 

 比較検討を行なう。                            

◆ 第2回全体会（平成16年3月12日） 

＊ 協議会だより第2号発行（４月） 

【裏面あり】 

  

 《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

赤羽東地区教育環境整備協議会 

第３号 

（平成 1７年２月発行） 

          

≪協議会方針≫        

１ 赤羽中学校、岩淵中学校、神谷中学校の 3校を閉校し、新たに 2校を再配置 

する。 

２ 新たな 2校は、現在の岩淵中学校と神谷中学校の位置に配置することが望 

ましい。 

※ 適正配置の実施時期については、検討に至っていない。 



 

 ◇第4回幹事会（平成16年6月21日） 

○望ましい学校数について                  

 ◇第5回幹事会（平成16年８月３日） 

○望ましい学校数について 

  ２校案を前提に検討を深めること、３校とも閉校して新たな２校を設置すること、 

を幹事会の確認事項とする。                                

◇第6回幹事会（平成16年10月26日） 

○望ましい学校配置について 

   最も現実的な方策と考えられる既存３校の位置について、比較検討を行う。 

◇第7回幹事会（平成16年12月6日） 

○望ましい学校配置について 

    現在のところ、現岩淵中と現神谷中の位置に配置することが最も望ましい、とす

る方向を確認。 

◆第3回全体会（平成17年1月27日） 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 詳細は北区ホームページをご覧ください。              

（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm） 

  ○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

 今回の≪協議会方針≫をもって、この協議会は、一応締めくくります。 

 この地域のこれからの子どもたち、これからの学校を考えたとき、 

果たして、このままでよいのか。どのような形が最も望ましいのか。 

必ずしも、議論はスムーズではなく、時に混乱もしながら、 

「３校を閉校、2校を新設。位置は現岩淵中の位置と現神谷中の位置」という 

方針をまとめることができました。 

今後は、他の地区の検討状況も踏まえ、 

しばらくは行政内部で検討されるとのことです。 

 長い期間、熱心にご検討くださった委員の方々、 

ご協力くださった学校関係者や町会自治会の皆様には、 

座長として、心からお礼を申し上げます。 

ありがとうございました。         赤羽東地区教育環境整備協議会 

                      座 長  荒 木 麟 太 













 

王子西地区教育環境整備協議会 
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ました。 
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した。

３）協議会
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ＴＡ会

４）協議会
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答申を踏ま

ク８地区に

設けること

本協議会

富士見中・

王子第五小

学区域）の

整備 ②学

学校づくり

 

○ 第２回

○ 詳細は

くださ

○ 協議会
～地

地区の
議会を１

上十条ふ

の設置要

の名称を定

委員を町

中学校ＰＴ

、小学校Ｐ

長の計４１

 

に幹事会

会・自治会

中学校ＰＴ

長より３名

・幹事会

会 と
規模等審

え、北区

分け、各

としました

は、王子西

王子第二小

・荒川小

地区全体

校の適正

 等を考え

幹事会を１

北区ホーム

い。 

資料・議事
）

 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 
域における教育環境を考える会～ 

教育環境を考える協議会
０月８日（水）中央公園文化センターに

れあい館にて開催し、下記の事項を検討

綱を承認し、

めました。 

浮間 

赤羽西

王子西

ブロック図 

会・自治会

Ａ代表・Ｏ

ＴＡ会長、

名としま

を設け、構

会長より４

Ａ会長・役員２名・ＯＢ会長の計４名

、小学校長より２名の計１９名としま

《幹事会メンバー》 

（座 長）岸 昭二 十条仲原１丁目町会

（副座長）坂場正則 王子本町一丁目町会

島田英賴 中十条一丁目町会会

引地誠治 十条仲原２.４丁目

河合俊直 王子第五小ＰＴＡ会

網谷重人 荒川小ＰＴＡ会長 

岩倉静香 十条台小ＰＴＡ会長

原 敏郎 十条中ＰＴＡ会長 

宮坂恵美子十条中ＰＴＡ副会長

大村由紀恵十条中ＰＴＡ副会長

西谷光子 十条中ＯＢ会長 

とも公開とし、どなたでも傍聴できるこ

は
議会（第二次）

全体を７ブロッ

地区に協議会を

。 

地区（十条中・

・王子第三小・

・十条台小の通

で①教育環境の

配置 ③新しい

ていきます。 

２月１２日（金）午前１０時より十条

ページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/k

録は事務局および関係各校にございま
第１号 

（平成１５年１１月発行
がスタートしました
て、第１回幹事会を１１月１

・審議のうえ協議会が発足し

ずつ、中学校長２名、小学校Ｐ

した。 

会長    染谷新一 富士見中ＰＴＡ会長 

会長    五十嵐佳代富士見中ＰＴＡ副会長 

長     矢嶋一枝 富士見中ＰＴＡ会計監査 

町会会長   渋谷孝一 富士見中ＯＢ会長 

長     鈴木秀夫 王子第二小校長 

      支倉 清 王子第三小校長 

      長谷川研一十条中校長 

      山口 勉 富士見中校長 

 

 

ととしました。 
赤羽東 

滝野川南 

滝野川西 

豊島・堀船 
王子 

台ふれあい館にて開催します。 

youiku/kaikaku/index.htm）をご覧

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１２日に第２回協議会を開催し、「王子西地区の望ましい中学校の数は

１校であることを前提に議論を深める。ただし議論の結果、課題が

あれば引き返すこともあり得る。」とする幹事会での確認事項が了承されまし

た。 

（十条中＋富士見中） 中学校名 校地面積 校庭面積
学　年 1 2 3 計 十条中 21720.22 12641
生徒数 125 118 133 376 富士見中 13331.08 7544
学級数 4 3 4 11 単位：㎡

平成２０年度におけるシミュレーション
（平成１５年８月東京都推計値より作成）

参考資料

 

開 催 経 過  

● 第１回協議会 （平成１５年１０月 ８日） 

     学校適正規模等審議会第二次答申報告など 

○ 第１回幹事会 （平成１５年１１月１４日） 

     設置要綱について、座長選出、今後の進め方につ

いて 

○ 第２回幹事会 （平成１５年１２月１２日） 

     今後の検討に向けて 

○ 第３回幹事会 （平成１６年 ２月 ５日） 

     望ましい学校数の検討、幹事会のまとめ、次回会

議について 

● 第２回協議会 （平成１６年 ３月１２日） 

 

◎ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

◎ 協議会資料・議事録は事務局および関係各校にございます。 

王子地区教育環境整備協議会

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg

.jp 

 王子西地区教育環境整備協議会

第２号 

（平成１６年４月発行） 

王子西地区の望ましい中学校の数を検討し、

１校を前提に議論を深めることになりました。

～地域における教育環境を考える会～ 

ご意見をお寄せ 

ください 

 皆様の協議会への

ご意見をお待ちして

おります。 

 上記の事務局あて

お送りください。 



《協議会方針》 

１  富士見中学校と十条中学校は統合し、新たな１校となる。 

２  その位置としては、現十条中学校の位置とする。 

３  学校統合は、平成２０年４月に実施することを目標とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１５年１０月に第１回王子西地区教育環境整備協議会全体会を開催して以来、約１

年半にわたり中学校の適正配置について検討を重ねてきました。２月１８日、第３回協議

会全体会において、これまでの経過を踏まえた「協議会方針」が確認、了承されました。 

 

開 催 経 過  

◆ 第１回全体会（平成１５年１０月８日） 

   ○学校適正規模等審議会答申報告 ○協議会の基本的な考え方 

   ○王子西地区の現況 

◇ 第１回幹事会（平成１５年１１月１４日） 

   ○協議会設置要綱について ○座長選出：岸 昭二氏 

    部活動、選択教科、行事や学級編成などを勘案すると、１学年4ないし６学級が

望ましい。 

※ 協議会だより第１号発行（平成１５年１１月） 

◇ 第２回幹事会（平成１５年１２月１２日） 

   ○今後の検討に向けて 

◇ 第３回幹事会（平成１６年２月５日） 

   ○望ましい学校数の検討 

「王子西地区の望ましい中学校の数は１校であるということを前提に議論を深

める。ただし、議論の結果、課題があれば引き返すこともあり得る。」を幹事会

の確認事項とした。 

◆ 第２回全体会（平成１６年３月１２日） 

   ○経過報告 

※ 協議会だより第２号発行（平成１６年４月） 

◇ 第４回幹事会（平成１６年５月２７日） 

   ○望ましい学校配置について 

    噂が先行しているので、早急に説明会の開催を。        裏面へ続く 

王子地区教育環境整備協議会 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg

.jp 

 

 

王子西地区教育環境整備協議会 

第３号 

（平成１７年３月発行） 

～地域における教育環境を考える会～ 



※ 報告･説明会（平成１６年６月１０日） 

◇ 第５回幹事会（平成１６年６月２９日） 

   ○望ましい学校像について ○望ましい学校配置について 

この地域にふさわしい学校づくりの基本理念を話し合った。 

◇ 第６回幹事会（平成１６年７月２９日） 

   ○望ましい学校像について ○望ましい学校配置について 

・２つの学校が統合により新しい学校となるために・地域のすべての人々にとっ

て「私たちの学校」となるために・新しい学校づくりに多くの人が関わるために、 

をテーマに新しい学校像を検討した。 

◇ 第７回幹事会（平成１６年１０月２１日） 

   ○望ましい学校像について ○望ましい学校配置について 

    周辺環境を含め、実際に中学校２校を見学することにした。 

◇ 第８回幹事会（平成１６年１２月９日） 

   ○望ましい学校像について ○望ましい学校配置について 

    富士見中において開催 

◇ 第９回幹事会（平成１７年１月２４日） 

   ○望ましい学校配置について ○学校統合の実施時期について 

    十条中において開催 

    統合の実施時期は、できるだけ早いほうが良いが、平成１８年４月の統合は事実

上難しい。 

◆ 第３回全体会（平成１７年２月１８日） 

   ○経過報告 ○学校統合の実施時期について 

 

 

◎ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

◎ 協議会資料・議事録は事務局および関係各校にございます。 

今回の《協議会方針》をもって、この協議会を締めくくります。 

 この地域の子どもたちのことを考えたとき、これからの学校は、果たしてこ

のままでよいのか、新しい学校はどんな姿かなど、約１年半にわたってさまざ

まな議論を重ね、協議会としての方針をまとめることができました。 

 これまで熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者

や町会・自治会の皆様には、座長として、心から感謝を申し上げます。 

 ありがとうございました。 

王子西地区教育環境整備協議会 

座長  岸  昭 二 
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《事務局》 

教育委員会事務局 
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○ 協議会
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②学校の
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資料は事務
（平成１５年９月発行） 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

教育環境を考える協議会がスタートしました
東十条ふれあい館にて、第１回協議会を開催し、下記の事項を検討・

足しました。 

を承認し、協議会の名称を定めました。 

会・自治会

Ａ代表３名、

計３８名と

《幹事会メンバー》（敬称略） 

（座 長）安藤昇作 王子二丁目町会会長     橋本由愛子 王子中学校校長 

（副座長）鈴木将雄 東十条３丁目町会会長    鈴木博子 桜田中学校校長 

井坂忠光 王子四丁目町会会長     福田富美雄 王子小学校校長 

丸本秀昭 王子五丁目団地自治会会長  森下淑子 東十条小学校校長 

谷澤正夫 東十条４丁目町会会長    山本 豊 桜田小学校校長 

佐々 木功 王子中学校ＰＴＡ会長 

古田敏明 桜田中学校ＰＴＡ会長 

中野忠久 王子小学校ＰＴＡ会長 

渡邉一郎 東十条小学校ＰＴＡ会長 

紀平達巳 桜田小学校ＰＴＡ会長 

を設け、構

会長より５

名、各校長

しました。 

とも公開と

聴できることとしました。 
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浮
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教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

の望まし

中学

２回協議会を開催し、

》であり、小学校

会での確認事項が了

ける、学校や児童生徒

過や学校の適切な配置

年7月28日） 

等審議会答申報告な

平成15年 8月 18

長選出、幹事会の設

平成15年 9月 16

い学校像について 

どもが少ない中で将来

規模校の良い点もある

論はなるべく早いほう

平成15年 10月 1

い学校の配置につい

の地域の望ましい学

学校の組み合わせは、

平成15年 11月 2

校の適切な配置場所

平成15年 12月 1

ページ（http://www.c

局および関係各校にご
第２号 

（平成15年 12月発行
い学校数は、 

校 1校、小学校2校 

「王子地区の望ましい学校数は、《中学校

の組み合わせは《（王子小＋桜田小）・東

承されました。 

の現状、教育効果や学校運営上の課題などにつ

場所についての検討に着手していることなどの

ど 

日） 

置 

日） 

を考えると中学校1校となる。 

が、教育には一定規模が必要である。 

が良い。 

6日） 

て 

校数は、《中学校１校、小学校２校》 

《（王子小＋桜田小）・東十条小》 

6日） 

について、４つのパターンで検討した。 

8日） 

ity.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ざいます。 



○ 望ましい学校配置は王子小学校・東十

条小学校・王子中学校の位置とする。 

○ 学校適正配置の実施時期は、 

平成 17年 4月とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 2日の第３回協議会において、幹事会での確認事項が了承されました。 

 

 

これにより、王子小学校と桜田小学校、王子中学校と桜田中学校が平成 17

年４月、統合の方向となりました。子どもたち、保護者、地域の方々がとも

に夢と希望と期待をもって、学校統合が迎えられるよう、今後準備を進めて

いきます。また、統合校は、王子小、王子中学校の位置となりますが、校舎

等の工事期間中は桜田小、桜田中学校を使用します。 

 

開催経過 

■説明会（平成15年 7月 28日） 

学校適正規模等審議会答申報告など 

■第 1回全体会（平成15年 8月 18日） 

設置要綱、座長選出、幹事会の設置 

□第 1回幹事会（平成15年 9月 16日） 

議題：望ましい学校像について 

主な意見・子どもが少ない中で将来を考えると中学校1校となる。 

・小規模校の良い点もあるが、教育には一定規模が必要である。 

・ 結論はなるべく早いほうが良い。 

                  【裏につづく】             

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp

 
王子地区教育環境整備協議会

第3号 

（平成16年 7月発行） 



□第2回幹事会（平成15年 10月 16日） 

議題：望ましい学校の配置について 

確認事項・この地域の望ましい学校数は、《中学校１校、小学校２校》 

・小学校の組み合わせは、《（王子小＋桜田小）・東十条小》 

□第 3回幹事会（平成15年 11月 26日） 

協議内容・学校の適切な配置場所について、４つのパターンで検討した。 

■ 第2回全体会（平成15年 12月 18日） 

○ この地域の望ましい学校数は、《中学校１校、小学校２校》 

○ 小学校の組み合わせは、《（王子小＋桜田小）・東十条小》 

との幹事会確認事項を了承した。 

□ 第４回幹事会（平成16年 2月 10日） 

議題：望ましい学校の位置について 

    新校の位置について、中学校の位置を検討した。 

□ 第５回幹事会（平成16年 3月 15日） 

議題：望ましい学校の位置について 

① この地区の望ましい学校数は小学校が２校、中学校が１校である。小学校
の組み合わせは、王子小＋桜田小と東十条小である。 

② 望ましい位置について、小学校は東十条小と王子小の位置、中学校は王子
中の位置が望ましいという意見が多かったが、学校ファミリーを考えると

桜田中の位置がよいという意見もあった。 

③ 適正配置実施時期について、小学校は早期に統合を実施することが望まし
い。もっとも適切な時期は平成17年 4月である。 

以上を幹事会としての15年度のまとめとした。 

□ 第６回幹事会（平成16年 5月 7日） 

議題：中学校の位置について 

    検討の結果、中学校の位置は王子中の位置とした。 

□ 第７回幹事会（平成16年 6月 16日） 

議題：学校適正配置の実施時期について 

    中学校の学校適正配置の実施時期は、平成17年 4月とした。 

■ 第３回全体会（平成16年 7月 2日） 

 

 

 

○ 協議会では、今後どのような学校づくりをめざすのか、検討していきます。 

○ 学校関係者による推進委員会（仮称）を設け、統合に係る具体的事項について話

し合いを行っていきます。話し合った内容は、協議会において報告します。 

○ よりスムーズな統合をめざし、すでに教員間では、それぞれの学校の教育活動や

教室の配置、教具等についての調整の話し合いなど、スタートしました。 

 

 

   

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17年４月の統合に向けて各校の保護者・校長・教頭からなる「統合推進委員会」を開催し、

下記の事項を協議することとしました。そのために、３つの部会を設置し、それぞれの部会におい

て担当する事項について検討しています。 

 

 

 協議事項 
1. 桜田校舎の施設改善に関すること 
2. 統合校の校舎等に関すること 
3. 校名、校歌、校章に関すること 
4. 標準服等、学校指定用品に関すること 
5. 通学路における児童生徒の安全に関すること 
6. そのほか、統合に関して必要なこと 

 委員長には、互選により安藤昇作 王子地区教育環境整備協議会座長が選出されました。 
 「新しい学校づくり部会」は、新しい学校の改築と教育のあり方についての検討を担当します。 
 小・中学校の「シンボル部会」は、校名・校歌・校章・学校指定用品などや桜田校舎の施設改
善、通学路の安全確保を担当します。 

 

〚裏面あり〛 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

 
王子地区教育環境整備協議会

第4号 

（平成16年 10月発行）

○ 王子小学校と桜田小学校、王子中学校と桜田

中学校は、平成 17 年 4 月に統合することとなりま

した。 

○ この協議会では、小・中学校の改築にあたり、新

しい学校づくりに向け、話し合いを進めていきます。 

○ 統合を円滑に進めるために、統合推進委員会を

設置し、協議をしていきます。 



10月 1日開催の第4回王子地区教育環境整備協議会全体会において、統合推進委員会のこれま

での経過報告がありました。 

 

 

 ☆小学校シンボル部会経過 第 1回 8 月 11 日・第 2回 8 月 30 日・第 3回 9 月 24 日 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆ 中学校シンボル部会経過 第 1 回 8 月 5 日・第 2回 9 月 16 日・第 3回 10 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 新しい学校づくり部会経過 第 1 回 8 月 10 日・第 2回 8 月 24 日・第 3回 9 月 15 日 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

① 桜田校舎施設改善について 

現場調査の上、改善要望を区へ提出した。 

② 校名の検討について 

両校 PTAより、それぞれ校名候補を挙げ、それをもとに、部会において検討中。 

③ 標準服の検討について 

桜田小には標準服がないため、標準服を採用するかどうか検討中。また、標準服を採用する場

合は、デザインを新しくすることとした。 

④ 学校指定用品の選定については、学校が検討、調整することとなった。 

① 桜田校舎施設改善について 
現場調査の上、改善要望を区へ提出した。 

② 校名の検討について 
両校 PTAアンケートをもとに、部会において複数の候補を選び、再度アンケートにより、候

補を絞り込む。 

③ 標準服の検討について 
両校 PTA作成のアンケートを集計して、部会において二つのモデルを選定し、両校保護者や

子どもたちにそのモデルについてアンケートを行う。 

① 新しい学校づくりに向けて 

校舎の基本的な形は小・中学校の独立性を保ちながら、共有部分がある接続型の建物が望ま

しい。 

☆ 小・中が共有する部分・・・プール・区民開放室・パソコン室・ランチルーム・給食調

理室・図書館 

☆ 小・中が別々に設置・・・体育館 

☆ 課題・・・校庭は共有できるか。区分するとすれば、どのような方法が可能か。 

②東十条小が第 3 回より参加。統合新校の合築によって、小・中連携が強まるなかで、中学校

1年生で初めて合流する東十条小の子どもに対する配慮を求める要望があった。また、地域全

体の教育環境整備ということから、東十条小の体育館とプールに関する整備の要望があった。



 

 

 

 

 

 

 

   １1 月 10日開催の第5回王子地区教育環境整備協議会全体会において、 

第 9回幹事会(11 月 4 日)の確認事項が了承されました。 

 

  

 

 

 

あわせて、統合推進委員会のこれまでの経過報告がありました。 

  ☆小学校シンボル部会経過 第４回 １０月７日 ・ 第5回 １０月１９日 

  

 

 

  

 

☆中学校シンボル部会経過 第４回 １０月２７日 

 

 

 

 

 

☆新しい学校づくり部会経過 第４回 １０月１８日 

 

 

 

 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

 

 

王子地区教育環境整備協議会 

第5号（平成16年11月発行） 

① 校名について：両校から持ち寄った校名案に検討を加え、２案「王子さくら小学

校」「王子小学校」を校名候補として幹事会に提示した。 

② 標準服について：標準服を導入するが、現在のデザインにはこだわらないことと

する。 

① 校名について：両校でアンケートを２回実施。その結果を踏まえ、２案「王子桜
中学校」「北斗中学校」を校名候補として幹事会に提示した。 

② 標準服について：モデルデザインを公開し、アンケートを実施して、ひとつのモ
デルを選定した。 

① 新しい学校の考え方：小・中の独立性を保ちながら、共有部分（給食調理室・図
書室・プールなど）のある接続型の建物とする。  

② 学校施設見学報告 
③ 専門家がコンサルタントとして参画することとなった。  

◎ 統合校の校名について、「王子小学校」・「王子桜中学校」が望ましい。 

【主な選定理由】 

「王子小学校」 長い歴史に裏付けられた北区を代表する地名のもと、より多くの

人たちに愛され、支持されて未来へと発展していく、まさに北区

の小学校のシンボルともなる統合校にふさわしい校名である。 

「王子桜中学校」 所在地を明らかにするとともに、北区の象徴「桜」を織り込んだ、

歴史と文化の香り高い中にもやさしさと親しみを覚える校名で

ある。 

◎ 東十条小学校の学校施設改善に向けた配慮についても、要望していく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 15 年 8 月に第 1 回王子地区教育環境整備協議会を開催して以来、1 年半にわたり検討

を重ねてきました。3 月 8日、第 6回協議会全体会において、これまでの経過を踏まえた「協議会

方針」が確認、了承されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《開催経過》 

◆ 協議会説明会（平成 15 年 7月 28 日） 

○学校適正規模等審議会答申報告  ○協議会の基本的な考え方 

○王子地区の現況について 

◆ 第１回全体会（平成 15 年 8 月 18 日） 

○ （仮称）ブロック協議会設置要綱について 

○ 座長選出：安藤昇作氏、副座長：鈴木將雄氏 

※協議会だより第1号発行（9月） 

◇ 第 1回幹事会（平成 15 年 9 月 16 日） 

○望ましい学校像について      

◇ 第 2回幹事会（平成 15 年 10 月 16 日） 

○ 望ましい学校数の検討について 

「望ましい学校数は中学校１校、小学校２校。小学校の組み合わせは、王子小

+桜田小・東十条小」を幹事会のまとめとする。 

◇ 第 3回幹事会（平成 15 年 11 月 26 日） 

○ 望ましい学校数と組み合わせの確認について 

◆ 第 2回全体会（平成 15 年 12 月 18 日） 

※ 協議会だより第2号発行(12月) 

◇ 第 4回幹事会（平成 16 年 2 月 10 日） 

○ 望ましい学校配置について 

 

                    〚裏面あり〛 

 

 

 《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

王子地区教育環境整備協議会 

第６号 

（平成 1７年３月発行） 

《協議会方針》 

１ 王子中学校と桜田中学校を平成17年4月に統合し、統合校は現王子中学校

の位置に配置する。 

２ 王子小学校と桜田小学校を平成17年4月に統合し、統合校は現王子小学校

の位置に配置する。 

３ 統合中学校の校名は「王子桜中学校」とし、統合小学校の校名は「王子小学

校」とする。 

４ 東十条小学校の教育環境に配慮し、施設改善に努める。 



 

 

◇ 第 5回幹事会（平成 16 年 3 月 15 日） 

○ 望ましい学校配置について 

「①望ましい学校数は小学校２校（王子小+桜田小・東十条小）中学校１校（王子

中＋桜田中） 

②小学校は、王子小と東十条小の位置に配置。中学校は、王子中の位置とする意

見が多いが、桜田中とする意見もある。 

③小学校の適正配置実施は、平成17年4月が最も望ましい。中学校は検討に至っ

ていない。」を平成15年度のまとめとした。 

◇ 第 6回幹事会（平成 16 年 5 月 7 日） 

○望ましい中学校の位置について    ○適正配置実施時期について 

◇ 第７回幹事会（平成 16 年 6 月 16 日） 

○ 適正配置実施時期について 

「望ましい学校配置は王子小、東十条小、王子中の位置とし、学校適正配置の実施

時期は、平成17年4月とする」を幹事会のまとめとする。 

◆ 第 3回全体会（平成 16年 7 月 2 日） 

  ※協議会だより第３号（7月） 

◇ 第８回幹事会（平成 16 年 7 月 22 日） 

○ これからの進め方について  ○望ましい学校像について 

   「今後、統合のための具体的な話し合いを行うため委員会を設け、校名、校歌、校

章等を検討する部会と施設建設に関する部会とを設置する」こととした。 

◆ 第４回全体会（平成 16 年 10月 1 日） 

※ 協議会だより第4号発行（10月） 

◇ 第 9回幹事会（平成 16 年 11 月 4 日） 

○ 統合推進委員会(新しい学校づくり部会・小学校シンボル部会・中学校シンボ

ル部会)報告について 

  ◆ 第５回全体会（平成 16 年 11 月 10 日） 

幹事会選定の校名案「王子小学校」「王子桜中学校」について了承。 

協議会として、東十条小学校の学校施設改善に向けた配慮を要望することとした。 

  ※協議会だより第５号(11月) 

◆ 第 6回全体会（平成 17年 3 月 8 日） 

   ○ 統合推進委員会（新しい学校づくり部会・小学校シンボル部会・中学校シンボル部

会）報告について 

   ○ 協議会報告（案）について 

 

○ 詳細は北区ホームページをご覧ください。              

（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm） 

  ○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

今回の協議会方針をもって、この協議会は締めくくりといたします。 

さまざまな議論を重ねる中、非常に苦しい選択や重い決断をしていただい

た、と受け止めております。 

それぞれの立場の違いを越え、「子どもたちのために」を合言葉にして、

これまで熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者

や町会自治会の皆様には、座長として、心より感謝を申し上げます。 

ありがとうございました。   

王子地区教育環境整備協議会 

                             座 長  安藤 昇作 













 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《事務局》 

   
 

９月６日（土）

のうえ協議会が発足

１）協議会の設置要

２）協議会は、中

しました。 

３）協議会に幹事会

４）協議会・幹事会

 

 

 

 

 協 議 会 と
 

学校適正規模等

答申を踏まえ、北

ク８地区に分け、

設けることとしまし

 

本協議会は、豊

堀船中・清至中・

一小・豊川小・堀

しま若葉小・滝野

域）の地区全体で

②学校の適正配置

くり 等を考えてい

豊島・堀船

 

○ 次回日程は事務

○ 詳細は北区ホー

ください。 

○ 協議会資料は事
（仮称）豊島地区ブロック協議会 

 

（平成１５年９月発行） 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@kitacity.jp 

豊島ふれあい館にて、第１回協議会を開催し、下記の事項を検討・審議

しました。 

綱が承認されました。 

学校ＰＴＡ会長・副会長、町会・自治会会長、各中学校長の計４５名と

を設け、構成は事務局に一任することとしました。 

とも公開とし、どなたでも傍聴できることとしました。 

地区の教育環境を考える協議会がスタートしました
は

審議会（第二次）

区全体を７ブロッ

各地区に協議会を

た。 
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幹事会では、平成２０年度の推計値をもとにして、豊島・堀船地区の中学校４校（豊島

中・堀船中・清至中・豊島北中）を１校にした場合・２校にした場合・３校にした場合な

ど、望ましい中学校数について検討しています。 

１校案 （豊島中＋堀船中＋清至中＋豊島北中） ２校案 ①（豊島中＋清至中＋豊島北中）
学　年 1 2 3 計 学　年 1 2 3 計
生徒数 216 225 221 662(19) 生徒数 149 165 147 461(19)
学級数 6 6 6 18(3) 学級数 4 5 4 13(3)

②堀船中
学　年 1 2 3 計
生徒数 67 60 74 201
学級数 2 2 2 6

３校案Ａ ①（豊島中＋豊島北中） ３校案Ｂ ①（清至中＋豊島北中）
学　年 1 2 3 計 学　年 1 2 3 計
生徒数 75 85 84 244(19) 生徒数 94 106 86 286
学級数 2 3 3 8(3) 学級数 3 3 3 9
②堀船中 ②豊島中
学　年 1 2 3 計 学　年 1 2 3 計
生徒数 67 60 74 201 生徒数 55 59 61 175(19)
学級数 2 2 2 6 学級数 2 2 2 6(3)
③清至中 ③堀船中
学　年 1 2 3 計 学　年 1 2 3 計
生徒数 74 80 63 217 生徒数 67 60 74 201
学級数 2 2 2 6 学級数 2 2 2 6

（　）内数字は心障生徒数・学級数

平成２０年度におけるシミュレーション（平成１５年８月東京都推計値より作成）

 

今までの開催経過 

★第１回協議会 平成１５年 ９月 ６日 

☆第１回幹事会 平成１５年１０月２５日：座長選出、今後の進め方について 

☆第２回幹事会 平成１５年１２月１３日：今後の検討に向けて 

（１校の生徒数・通学距離・学校生活等について） 

★第２回協議会 平成１６年 ２月２１日 

協 議 会 の 委 員 構 成 の 変 更  

・ 第２回協議会において、学校関係者に小学校保護者・小学校校長を加えることが提案さ

れ、承認されました。 

・ 幹事については小学校関係者と協議のうえ決めることとなりました。 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

 豊島・堀船地区教育環境整備協議会 

豊島・堀船地区の望ましい中学校数を検討しています 

協議会だより 
第２号 

（平成１６年４月発行）

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回協議会を１０月１７日（日）柳田小学校にて開催しました。協議会では、これま

での幹事会の経過報告とともに、これからの子どもたちのために、また活力ある学校とす

るために、望ましい中学校の数は２校（豊島中＋清至中＋豊島北中、堀船中）とする方針

を了承しました。 

今後、望ましい学校の位置や、望ましい統合の時期につい

て議論を深めていく予定です。 

 

今までの開催経過 

 ★協議会第２回（平成１６年 ２月２１日）：経過報告、協議会の委員構成 

 【協議会だより第２号 平成１６年４月発行】 

★協議会第３回（平成１６年 ５月２９日）：幹事会の委員構成、望ましい学校の数 

☆幹事会第３回（平成１６年 ７月３１日）：望ましい学校の数 

  ・学校数検討シートをもとに検討 

☆幹事会第４回（平成１６年 ９月１１日）：望ましい学校の数 

  ・学校数検討シートをもとに検討 

  〈２校が望ましいとする主な理由〉 

○１校では学校規模が大きすぎる。 

○適切な通学距離（おおむね１．５km）を保てる。 

○豊島と堀船の地域性を損なわず、「地域の学校」の意識がもてる。 

★協議会第４回（平成１６年１０月１７日）：経過報告 

 

参考資料 学校の現状 

 16 年度生徒数 敷地広さ 校舎建築年次 大規模改造年次 耐震補強年次 

豊島中 ２２２（７） 

心障１９(3) 

14782.25 ㎡ 昭和３７年 平成元年 

堀船中 ２５２（７） 12260.72 ㎡ 昭和４３年 平成２年 平成１０年

清至中 １９９（６） 10174.73 ㎡ 昭和４５年 平成６年 平成９年

豊島北中 １１７（５） 11900.00 ㎡ 昭和４７年  平成１２年

        ※カッコ内の数字は学級数です。 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

 豊島・堀船地区教育環境整備協議会 

豊島・堀船地区の望ましい中学校数は２校 

協議会だより 
第３号 

（平成１６年１１月発行） 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 



 

平成１５年９月に第１回豊島・堀船地区教育環境整備協議会を開催して以来、約１年半にわ

たって豊島・堀船地区の教育環境向上について検討を重ねてきました。２月２１日、第5回協

議会において、これまでの経過を踏まえた「協議会報告」を確認、了承しました。 

 

 

開催経過 

◆第１回協議会全体会 

（平成１５年９月６日） 

 ○学校適正規模等審議会第二次答申につ      

いて  

○協議会の基本的な考え方 

 ○豊島・堀船地区の現況 

 ・教育委員会は安易に指定校変更を認めすぎる。 

 ・教育委員会の地区割と行政ブロックが違っており、困ることが多い。 

※協議会だより第１号発行（平成１５年９月） 

◇第１回幹事会（平成１５年１０月２５日） 

 ○座長選出：笹目孝蔵氏 ○小学校ＰＴＡの参加について 

 ・協議会に小学校関係者を加えるべき。 

◇第２回幹事会（平成１５年１２月１３日） 

 ○今後の検討に向けて 

 ・中学校は、教科においても部活においても適正規模による教員数を確保する必要性がある。 

 ・校舎の建て替えにより、新たな流れをつくるべき。 

◆第２回協議会全体会（平成１６年２月２１日） 

 ○経過報告 ○協議会の委員構成について ○望ましい学校数について 

 ・協議会に小学校校長及びＰＴＡ会長を加える。             裏面へつづく 

 豊島・堀船地区教育環境整備協議会 

協議会だより 
第４号 

（平成１７年３月発行） 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 

【参考】統合のルール（平成１５年７月８日決定） 
1. 統合は、学校の規模（校舎及び校庭の面積、児童又は生徒
の数等をいう。）及び設置時からの経過年数（以下「校歴」
という。）にかかわらず、対等統合とすること。 

2. 統合校は、新校とすること。 
3. 新校の校名、校歌及び校章は新たに定め、校歴は新校設置
の時から起算すること。 

4. 適正配置に係る関係校の児童又は生徒の保護者等におい
て第３号と異なる合意がなされた場合には、同号の規定に
かかわらず、当該合意を尊重する。 

《協議会方針》 

（１） 豊島・堀船地区における中学校の数は、２校が望ましい。 

（２） １校は現堀船中学校の位置に配置し、１校は、面積等を勘案すると現豊島中学

校の位置に配置することが望ましい。 

（３） 学校の配置については、豊島中学校が現王子中学校の位置に近いこと、清至中

学校の近隣小学校において児童数の増加が期待できることなどから、現清至中

学校の位置が望ましいとする考えもある。 

（４） 学校統合の実施時期については検討に至っていない。 



 ・新たな学校のための新たな土地は考えられない。 

※協議会だより第２号発行（平成１６年４月） 

◆第３回協議会全体会（平成１６年５月２９日） 

 ○幹事会の委員構成について ○望ましい学校数について 

 ・幹事会に小学校校長２名、ＰＴＡ会長６名を加える。 

 ・１校としたとき、通学距離が課題。 

 ・新しい学校をつくるにあたって、教室・体育館・校庭などの面積は、国の基準を上回った

ものをめざすべき。 

◇第３回幹事会（平成１６年７月３１日） 

 ○望ましい学校数について 

 ・１校案としたとき、敷地は清至中がやや狭いものの、どの学校でも十分対応できる。 

◇第４回幹事会（平成１６年９月１１日） 

 ○望ましい学校数について 

 ・できることからスタートし、数年後に改めて通学区域の見直しや堀船中の改築などを検討

することが必要。 

 ・１校案、２校案の比較検討により、２校が適切とする。 

◆第４回協議会全体会（平成１６年１０月１７日） 

 ○経過報告 ○望ましい学校数について 

※協議会だより第３号発行（平成１６年１１月） 

◇第５回幹事会（平成１６年１１月２１日） 

 ○望ましい学校配置について 

 ・保護者とすれば、目の届く学校へ通わせたい。 

 ・豊島中の位置は、ブロック真中にあたり、敷地も広い。しかし、国有地はデメリットでは

ないか。また、王子中に近すぎるのではないか。 

 ・ブロックの中の配置バランスでは、堀船中と清至中の位置が適切。 

 ・豊島北中の位置は、小学校と隣接し、王子小中学校のようなメリットが生かせる。 

◇第６回幹事会（平成１７年１月２５日） 

 ○望ましい学校配置について 

◆第５回協議会全体会（平成１７年２月２１日） 

 ○経過報告 ○検討報告案について 

◯ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧くだ

さい。 

◯ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

今回の協議会方針をもって、この協議会を締めくくります。 

 この地域の中学校はこのままでよいのか、約１年半にわたって、議論を重ねてまいりま

した。必ずしも議論はスムーズではなく、特に幹事の皆さんには大変なご苦労をいただく

中で、今回の《協議会方針》となりました。 

 これまで熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者や町会・自

治会の皆様には、座長として、心から感謝を申し上げます。 

ありがとうございました。 

          豊島・堀船地区教育環境整備協議会 

座長  笹 目 孝 蔵   
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ざいます。 



滝野川西地区の望ましい中学校数を検討しています

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幹事会では、平成２０年度の推計値をもとにして滝野川西地区の中学校３校（紅葉中・

飛鳥中・滝野川中）を１校にした場合・２校にした場合のメリット・デメリットについて

検討してきました。 

 多様な教育活動を確保していくためには、１校案が望ましいが、用地の確保が困難であ

ることなどから、より現実的な２校案を前提にして検討を深めていくことになりました。 

 

今 ま で の 開 催 経 過  

★ 第１回協議会 平成１５年 ８月２６日 

☆ 第１回幹事会 平成１５年１０月２７日：今後の進め方について 

☆ 第２回幹事会 平成１５年１２月 ８日：座長選出、今後の検討に向けて 

☆ 第３回幹事会 平成１６年 １月２７日：１校案・２校案の比較検討 

（１校案・２校案の長所・短所を比較検討しました） 

★ 第２回協議会 平成１６年 ３月 ３日 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.

lg.jp 

 

協議会だより
滝野川西地区教育環境整備協議会 

第２号 

（平成１６年４月発行） 

２校案Ａ①（紅葉中＋滝野川中） ２校案Ｂ①（飛鳥中＋滝野川中）
学　年 1 2 3 計 学　年 1 2 3 計
生徒数 118 149 161 428(7) 生徒数 144 157 161 462
学級数 3 4 5 12(1) 学級数 4 4 5 13
②飛鳥中 ②紅葉中
学　年 1 2 3 計 学　年 1 2 3 計
生徒数 87 81 81 249 生徒数 61 73 81 215(7)
学級数 3 3 3 9 学級数 2 2 3 7(1)

１校案 （紅葉中＋飛鳥中＋滝野川中）
学　年 1 2 3 計 参考資料
生徒数 205 230 242 677(7) 中学校名
学級数 6 6 7 19(1) 紅葉中

飛鳥中
（）内数字は心障生徒数・学級数 滝野川中

単位：㎡

平成２０年度におけるシミュレーション（平成１５年８月東京都推計値より作成）

校地面積
11324.78
9885.56
9538.87

校庭面積
6753
4354
3832



 

 平成１５年８月に第１回滝野川西地区教育環境整備協議会を開催して以来、約１年半にわ

たって滝野川西地区の教育環境向上について検討を重ねてきました。２月２８日、第３回協

議会において、これまでの経過を踏まえた「協議会報告」を確認、了承しました。 

 

開 催 経 過  

◆第１回協議会（平成１５年８月２６日） 

  ○学校適正規模等審議会第二次答申について ○協議会の基本的な考え方 

  ○滝野川西地区の現状 

◇第１回幹事会（平成１５年１０月２７日） 

  ○協議会設置要綱について 

◇第２回幹事会（平成１５年１２月８日） 

  ○座長選出：鈴木 仲氏 ○今後の検討に向けて ○望ましい学校数について 

  ・外語大跡地を新しい学校の敷地とすることは困難で、既存の学校敷地で検討せざるを

得ない。 

  ・３校を１校にするのは地域が広すぎる。２校案は現実的にアプローチしやすい。 

  ・選択教科の拡大や新たな教育の展開には、多目的スペースやゆとりある教室の確保と

広い校庭が必要。 

◇第３回幹事会（平成１６年１月２７日） 

  ○望ましい学校数の検討 

  ・適正な通学距離を念頭に置くことは必要（中学校ではおおむね1.5ｋｍ）。 

  ・地域の地盤低下を招かないためにも、早く魅力ある新しい学校づくりを進めるべき。 

  ・通学距離に配慮して２校にしても、すぐ小規模化するのではないか。 

《協議会方針》 

（１） この地域の中学校数は２校とすることが現実的な方策であり、その場合は現飛

鳥中と現紅葉中の位置に配置することが望ましい。 

（２） 将来にわたって活力ある学校とするためには、この地域の中学校は１校とした

ほうがより望ましいとする考え方もあるが、適当な用地の確保が難しい。 

（３） 学校適正配置の実施時期については、検討に至っていない。  

 

協議会だより 
滝野川西地区教育環境整備協議会 

第３号 

（平成１７年３月発行） 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.l

g.jp 



◆第２回協議会（平成１６年３月３日） 

  ○経過報告 

  ・外語大跡地・醸造試験所跡地に学校建設が出来ないのなら、１校案は無理。 

  ・３校存置は、さらに生徒数の減少を招き、保護者のニーズに応えられないなど、危機

感を感じる。 

  ・１校とすることが望ましいが、現実的に無理なら、２校案で話を進めるべき。 

◇第４回幹事会（平成１６年５月２０日） 

  ○望ましい学校配置について 

  ・学校配置を考えるうえで、生徒の安全のためにも通学距離が一番大事。 

◇第５回幹事会（平成１６年６月３０日） 

  ○望ましい学校配置について 

  ・３校合わせてもやっと適正規模だが、適切な土地がない以上、１校にするのは無理。 

  ・２校案では将来適正規模を割る可能性がある。適正規模の確保は大きな意味があり１

校案で進めなければ理想と違ってくる。 

◇第６回幹事会（平成１６年７月２８日） 

  ○望ましい学校配置について 

  ・１５学級は欲しいところだが、最低９学級は維持したい。 

  ・９学級では統合する意味がない。 

  ・ある程度の規模を確保し、その上で子どもたちに何が提供できるか、考えるべき。 

◇第７回幹事会（平成１６年１０月２９日） 

  ○望ましい学校配置について   

◇第８回幹事会（平成１６年１２月１６日） 

  ○望ましい学校配置について 

◇第９回幹事会（平成１７年１月２０日） 

  ○望ましい学校配置について 

  ・いろいろな思いはあるものの、多数意見は現実的な２校案に賛成（配置については飛

鳥中と紅葉中の位置）であるが、多数決で決定するものではなく、少数意見も方針に

は併記していく。 

◆第３回協議会（平成１７年２月２８日） 

  ○経過報告 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧く

ださい。 

○ 協議会資料は事務局および関係各校にございます。 

今回の協議会方針をもって、この協議会を締めくくります。 

この地域の中学校はこのままでよいのか、約１年半にわたって、議論を重ねてまいり

ました。必ずしも議論はスムーズではなく、特に幹事の皆さんには大変なご苦労をいた

だく中で、今回の《協議会方針》となりました。 

これまで熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者や町会・

自治会の皆様には、座長として、心から感謝を申し上げます。 

ありがとうございました。 

滝野川西地区教育環境整備協議会  

座長  鈴 木  仲    
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を１１月７日（金）滝野川第一小
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第２回協議会を９月２９日（水）東田端ふれあい館にて開催し、これまでの幹事会の経

過報告を受け、これからの子どもたちのために、また活力ある学校とするために、望まし

い中学校の数は１校（田端中＋新町中）であることを確認しました。 

 

 今後、望ましい学校の位置や、望ましい統合の時期につい

て議論を深めていく予定です。 

 

参考資料 学校の現状 

 16 年度生徒数 敷地広さ 校舎建築年次 大規模改造年次 耐震補強年次 

田端中 192(6) 6391.91 ㎡ 昭和３６年 昭和６１年 平成１１年

新町中 107(4) 3853.40 ㎡ 昭和４１年 平成５年 

※カッコ内の数字は学級数です。 

 

○ 詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧

ください。 

○ 協議会資料・議事録は事務局および関係各校にございます。 

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp

滝野川南地区教育環境整備協議会

第２号 

（平成１６年１０月発行）

滝野川南地区における望ましい中学校の数は１校 

今までの検討経過 

●協議会第１回（平成１５年１１月７日）：協議会、幹事会の設置 

○幹事会第１回（平成１５年１２月１０日）：座長選出・今後の検討に向けて 

【協議会だより第１号 平成１５年１２月発行】 

○幹事会第２回（平成１６年２月１２日）：望ましい学校数の検討 

・小規模校のメリット、デメリット ・１校案、２校案の比較検討 

○幹事会第３回（平成１６年５月１７日）：望ましい学校数の検討 

○幹事会第４回（平成１６年６月２８日)：望ましい学校配置について 

・シミュレーションをもとに検討 

○幹事会第５回（平成１６年８月２日）：望ましい学校 

配置について 

・検討シートをもとに検討 

●協議会第２回（平成１６年９月２９日）：経過報告 

ご意見をお寄せください

 

皆様の協議会へのご意

見をお待ちしています。 

上記の事務局あてお送

りください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成１５年１１月に第１回滝野川南地区教育環境整備協議会を開催して以来、約１年半

にわたり中学校の適正配置について検討を重ねてきました。３月３日、第３回協議会全体

会において、これまでの経過を踏まえた「協議会方針」が確認、了承されました。 

 

開催経過 

◆（仮称）滝野川南地区ブロック協議会設置に向けて（平成１５年１０月７日） 

 ○学校適正規模等審議会第二次答申について ○協議会の基本的な考え方 

 ○滝野川南ブロックの現状 

  ・田端地区と東田端地区互いの実情が分からない。話し合ってもチグハグになるので

は。 

  ・学校にはそれぞれの良さがある。統合前提の議論は、まだ早い。 

◆第１回協議会（平成１５年１１月７日） 

 ○協議会設置要綱について ○幹事会の設置について 

◇第１回幹事会（平成１５年１２月１０日） 

 ○座長選出 座長:西村芳吉氏 副座長:多家廣明氏 ○今後の検討に向けて 

  ・学校規模で考えると中学校よりも小学校のほうが問題。 

  ・中学校だけではなく、小学校もあわせて考える必要がある。特に今後中学校へ行く

小学生の保護者の意見を入れて欲しい。 

  ・現在の学校用地以外、新たな敷地確保の目処はない。 

※協議会だより第１号発行（平成１５年１２月） 

◇第２回幹事会（平成１６年２月１２日） 

 ○望ましい学校数の検討 

  ・小規模校について：きめ細やかな指導ができるなどの良さがある反面、力強く生き

《事務局》 

教育委員会事務局 

教育改革担当部 

（電話） ３９０８－９２７１ 

（Ｆａｘ）３９０６－８７５５ 
（ｅメール） 

k-kaikaku@city.kita.lg.jp 

滝野川南地区教育環境整備協議会 

第３号 

（平成１７年３月発行） 

《協議会方針》 

（1） 田端中学校と新町中学校は統合し、新たな１校を再配置する。 

（2） 統合中学校の位置については、小学校の位置も含めて検討することが

望ましい。 

（3） 統合の実施時期については、検討に至っていない。 



る力に欠ける。小学校と中学校とは、分けて考えるべき。 

  ・部活動について：小規模校では運営が難しく、保護者の要望、生徒の期待に応えら

れない。部活動によって進学先を選ぶ人も多い。 

  ・適正規模の確保：田端中と新町中が一緒になれば、１学年３学級の適正規模は確保

できるが、配置が難しい。 

◇第３回幹事会（平成１６年５月１７日） 

 ○望ましい学校数の検討 

  ・統合によって、通学距離は伸びるが、生徒数が増え、学校の勢いがつく。 

◇第４回幹事会（平成１６年６月２８日） 

 ○望ましい学校数の検討 

  ・新校舎を念頭に置くなら、小学校を含めた地区全体のあり方を考えるべき。 

  ・小学校の統合となると問題だ。中学校だけで考えるべき。 

◇第５回幹事会（平成１６年８月２日） 

 ○望ましい学校配置について 

  ・後年、後悔することがないよう、時間がかかっても、地域全体で最も望ましい形を

考えるべき。小学校を外せない。 

  ・急に小学校を議論の俎上にあげるのは混乱を招くだけ。まずは小学校にまで話を拡

散させず、中学校間でまとめるべき。 

◆第２回協議会（平成１６年９月２９日） 

 ○検討経過報告 

※協議会だより第２号発行（平成１６年１０月発行） 

◇第６回幹事会（平成１６年１１月２９日） 

 ○望ましい学校配置について 

  ・中学校について考える協議会ではあるが、どの場所にするかは別にして、小学校を

含めて考えていかなければ仕方ない。 

◇第７回幹事会（平成１７年２月２日） 

 ○検討報告書案について 

◆第３回協議会（平成１７年３月３日） 

 ○検討経過報告 

詳細は北区ホームページ（http://www.city.kita.tokyo.jp/kyouiku/kaikaku/index.htm）をご覧く

ださい。 

○ 協議会資料・議事録は事務局および関係各校にございます。 

今回の《協議会方針》をもって、この協議会を締めくくります。 

この地域のこれからの子どもたち、これからの学校を考えたとき、果たしてこのま

までよいのか、どのような形が最も望ましいのかを、約１年半にわたって議論を重ね

ました。幹事会における活発な議論をもとに、「田端中学校と新町中学校を統合する。

位置については小学校の位置も含めて検討する」という一定の方針をまとめることが

できました。 

 長い間、熱心にご検討くださった委員の方々、ご協力くださった学校関係者や町会

自治会の皆様には座長として心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

滝野川南地区教育環境整備協議会  

座長 西 村 芳 吉    

  






